
パーパスを実現する「地域」と「差別化」の意味 静岡で第 4 セッション【全中・ＪＡ経営

ビジョンセミナー】（1）2025 年 1 月 24 日 

一覧へ 

ＪＡ全中教育部は 1 月 15、16 日に静岡県で「ＪＡ経営ビジョンセミナー」の第 4 セッショ

ンを行った。フィールドワークとして、15 日は浜松市でソースを生産・販売する鳥居食品、

16 日は掛川市で二宮尊徳の報徳思想を伝える大日本報徳社を訪問。今回のテーマに設定さ

れた「パーパスを実現する『地域』と『差別化』の意味」の議論を深めた。 

 

セミナー参加者（大日本報徳社「大講堂」を背景に） 

ＪＡ経営ビジョンセミナーはＪＡ常務理事を対象に、様々な企業の経営に学ぶことで、経営

ビジョンの構想とリーダーシップを発揮できる人材の育成を目的にしている。第 4 セッシ

ョンには全国のＪＡから 9 人が参加した。コーディネーターは静岡県立大学の落合康裕教

授、トータルコーディネーターは慶応義塾大学の奥村昭博名誉教授。 

 

https://www.jacom.or.jp/noukyo/news/

